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第127号

令
和
二
年
度
事
業
計
画

　
笠
間
市
社
協
宍
戸
支
部
は
、
笠
間
市
で
唯
一
活
動

の
拠
点
で
あ
る
支
部
会
館
を
持
っ
て
い
ま
す
。
当
支

部
は
そ
の
利
便
性
を
十
分
に
生
か
し
、
青
少
年
健
全

育
成
委
員
会
、
女
性
部
、
こ
ぶ
し
の
会
、
広
報
委
員

会
な
ど
の
専
門
委
員
会
が
中
核
と
な
り
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
事
業
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
組
織
を
充
実
し
各
関
係
機
関
、
各

種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
宍
戸
地
区
の
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

１　地域住民とともに社協活動への理解を深め、会員の確保
に努める。

２　区長会、民生委員・児童委員協議会、高齢者クラブ及び
まちづくり宍戸塾との連携を図る。

３　笠間市社協との連携を強化し、他支部との交流を進める。
４　福祉推進員の資質向上に資する研修会及び視察研修を実
施する。

５　児童福祉事業の充実を図る。
　（１）小学校との連携を密にした「三世代交流事業」への協力
　（２）子ども会、スポーツ少年団活動等への援助
　（３）地域の教育環境整備及び登下校見守り活動に協力
６　社協宍戸支部会館を会場とする「介護予防の運動・体操
教室」に協力する。

７　各専門委員会の事業
　（１）青少年健全育成委員会
　　（ア）青少年健全育成及び安心して住める地域を目指す

　　「地区懇談会」の開催
　　（イ）「小学生夏休みものづくりわくわく体験」実施
　　（ウ）子どもを見守るプロジェクト活動の推進
　（２）女性部
　　（ア）高齢者を対象とした毎月１回の「配食サービス」を

　　実施
　　（イ）福祉意識高揚を目指した「福祉バザー」の開催
　　（ウ）女性部員の特性を生かした「手づくり会」の実施
　　（エ）資質向上に資する研修会及び視察研修の実施
　（３）こぶしの会
　　（ア）「配食サービス」時、高齢者との交流活動の実施
　　（イ）高齢者によるグラウンドゴルフ大会（年２回）に対

　　する援助活動の実施
　　（ウ）「ししどサロン」を開催し、より充実した高齢者福

　　祉を推進
　　（エ）高齢者を対象とした市外研修会（自然観察会）の企

　　画・運営
　（４）広報委員会
　　（ア）「宍戸支部だより」第127号～ 129号の発行
　　（イ）研修会及び視察研修への積極的参加
　　（ウ）広報関係諸団体との交流促進

施策施策施策 支部代議員会

〜
事
業
の
正
常
な
展
開
も
不
透
明
〜

令和元年度　決算報告　Ｈ31.4.1～Ｒ2.3.31 令和２年度　予算書　Ｒ2.4.1～Ｒ3.3.31

　

支部役員

支　部　長

副支部長

同

会　　計

同（書記）

監　　事

同

同

顧　　問

同

雨谷　高市

山本　信子

長谷川良亮

関　　令子

米川　雄一

瀬谷　雅彦

桑島　　健

海老澤征子

根本　芳雄

伊東　勝男

旧陣屋２

旧陣屋3

上町

橋爪2

旧陣屋2

松山団地3

南小泉2

旧陣屋2

大田町2

中町

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
令
和
２
年
度
の
宍
戸
支
部
総
会
は
、
や
む

な
く
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
の
予
算
案
等
の
議
決
は
、

書
面
に
よ
る
回
答
と
い
う
方
式
を
採
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
支
部
事
業
の
展
開
に
向
け
、
支
部
委
員

及
び
福
祉
推
進
員
の
皆
様
か
ら
は
、
全
会
一
致
で
賛

成
（
承
認
）
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
、
予
想
以

上
に
長
期
化
す
る
と
の
見
解
も
あ
り
、
本
年
度
の
支

部
事
業
が
予
定
通
り
推
進
で
き
る
か
ど
う
か
は
極
め

て
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。

初
の
開
催
中
止

　〝評
決
は
書
面
で
〞

初
の
開
催
中
止

　〝評
決
は
書
面
で
〞

方　針

・専門委員会委員長（部長）各1名
　　　　　　　　　（2面に掲載）
・支部委員（区長）　各行政区1名
　　　　　　　　　（2面に掲載）

収入の部 （単位：円）
項 　 目 予算額 決算額 増　△減 付　　記
繰 越 金 245,858 245,858 0 前年度繰越金
還 元 金 880,000 883,500 3,500 会員会費還元金 ( 会員会費助成額 )

助 成 金 163,000 163,350 350
福祉コミュニティー助成金
広報助成金
宍戸小ＰＴＡ助成金

50,000
88,350
25,000

事 業 収 入 430,000 515,920 85,920
福祉バザー収益金・桜まつりバザー収益金
ふるさとまつり収益金・女性部手づくり収益金
配食個人負担金

寄 付 金 10,000 10,000 0 旧陣屋「冬の陣」実行委員会
分 担 金 24,000 24,000 0 まちづくり宍戸塾よりコピー機リース代　
雑 収 入 0 4,569 4,569 研修余剰金・利子
合 計 1,752,858 1,847,197 94,339

支出の部 （単位：円）
項 　 目 予算額 決算額 増　△減 付　　記
会 議 費 15,000 15,386 386 代議員会 両委員合同打ち合わせ会他
事 務 費 10,000 12,781 2,781 封筒　コピー用紙　ボールペン他
事 業 費 1,220,000 1,102,828 △ 117,172

青 少 年 育 成 費 100,000 85,824 △ 14,176 地区懇談会・宍戸小夏休みわくわく体験他
女 性 部 活 動 費 100,000 103,442 3,442 バザー経費・手作り会費他
こぶしの会活動費 70,000 70,000 0
広 報 紙 発 行 費 170,000 176,080 6,080 支部だより３回分
児 童 育 成 費 50,000 50,000 0 笠間市子ども会育成連合会宍戸小支部活動
視 察 研 修 費 75,000 75,000 0 ３回実施分
体 育 費 60,000 60,000 0 宍戸小三世代交流事業
研修会参加補助費 5,000 2,000 △ 3,000 広報研修費
在 宅 福 祉 費 330,000 286,936 △ 43,064 配食１１回分（３月中止）
高 齢 者 補 助 費 50,000 50,000 0 高齢者クラブ
区長会活動助成費 50,000 50,000 0
高 齢 者 助 成 費 150,000 78,648 △ 71,352 グラウンドゴルフ２回分
備 品 購 入 費 10,000 14,898 4,898 コードリール・アイロン２台

需 用 費 300,000 330,960 30,960 電話・ガス・保険料・コピーリース代他
雑 費 35,000 32,400 △ 2,600 会館内コピー機インクカートリッジ代
連 絡 調 整 費 15,000 0 △ 15,000 各事業実施へ向けての連絡経費
予 備 費 157,858 48,686 △ 109,172 倉庫 (A 棟 ) 壁修理代（あみ戸修理）
合 計 1,752,858 1,543,041 △ 209,817

収入合計 1,847,197 円　―　支出合計 1,543,041 円＝残金 304,156 円　次年度へ繰り越し

収入の部 （単位：円）
項 　 目 本年度予算 前年度予算 増　△減 付　　記
繰 越 金 304,156 245,858 58,298 前年度繰越金
還 元 金 880,000 880,000 0 会員会費還元金 ( 会員会費助成額 )

助 成 金 163,000 163,000 0
福祉コミュニティー助成金
広報助成金
宍戸小ＰＴＡ助成金

50,000
88,000
25,000

事 業 収 入 430,000 430,000 0
福祉バザー収益金
ふるさとまつり収益金・女性部手づくり収益金
配食個人負担金

寄 付 金 10,000 10,000 0 地域からの寄付金
分 担 金 24,000 24,000 0 まちづくり宍戸塾よりコピー機リース分担代
雑 収 入 0 0 0 利子他
合 計 1,811,156 1,752,858 58,298

支出の部 （単位：円）
項 　 目 本年度予算 前年度予算 増　△減 付　　記
会 議 費 15,000 15,000 0 代議員会　両委員合同打ち合わせ会他
事 務 費 15,000 10,000 5,000 封筒　コピー用紙　ボールペン他
事 業 費 1,270,000 1,220,000 50,000

青 少 年 育 成 費 100,000 100,000 0 地区懇談会等
女 性 部 活 動 費 100,000 100,000 0
こぶしの会活動費 70,000 70,000 0
広 報 紙 発 行 費 180,000 170,000 10,000 支部だより３回分
児 童 育 成 費 50,000 50,000 0 笠子連宍戸小支部活動
視 察 研 修 費 75,000 75,000 0 ３回実施分
宍 戸 小 助 成 費 80,000 60,000 20,000 運動会、三世代交流
研修会参加補助費 5,000 5,000 0
在 宅 福 祉 費 330,000 330,000 0 配食 12 回分
高 齢 者 補 助 費 50,000 50,000 0 高齢者クラブ
区長会活動助成費 50,000 50,000 0
高 齢 者 助 成 費 150,000 150,000 0 グラウンドゴルフ２回
備 品 購 入 費 30,000 10,000 20,000

需 用 費 300,000 300,000 0 電話・ガス・保険料・コピー機リース代他
雑 費 35,000 35,000 0 会館内コピー機カートリッジ代
連 絡 調 整 費 15,000 15,000 0 各事業実施へ向けての連絡経費
予 備 費 161,156 157,858 3,298 会館内の修理等
合 計 1,811,156 1,752,858 58,298

※高齢者助成費（グラウンドゴルフ大会　春・秋開催　　ししどサロン経費を含む）
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コ
ロ
ナ
禍

　
思
い
も
し
な
か
っ
た
事
態
が
世
界

を
襲
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
社
会
生
活
、

経
済
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

繁
華
街
に
は
人
が
消
え
、
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
人
々
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
。

異
様
な
光
景
が
当
然
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
予
測
し
て
い
た
筋
も
あ
る
。

聖
書
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
e
t
c
？
こ
れ

が
、
人
類
の
歴
史
に
大
変
革
を
も
た
ら

す
と
い
う
説
も
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
我
々
は
、
歴
史
の
稀
有
な
時
代
に

生
き
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
宍
戸
支
部
も
事
業
の
推
進
に
大
き

な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　
・
配
食
事
業
休
止

　
・
地
区
懇
談
会
は
延
期
又
は
中
止

　
・
自
然
観
察
会
等
開
催
困
難

等
々
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
自
粛
要
請
解
除
を
受
け
、

６
月
９
日
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
独
居
高
齢
者
の
皆
様
（
49
人
）

へ
の
配
食
は
６
月
か
ら
８
月
ま
で
３

日
間
に
分
け
て
実
施
す
る
予
定
だ
。

女
性
部
に
お
い
て
少
人
数
で
調
理
を

行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　
第
２
波
、
第
３
波
も
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
ひ
と
の
生
活
が
正
常
化
す

る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
。
数
年
後
に

は
、
世
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
社
協
会
費
募
集
ご
協
力
を

　
例
年
７
月
は
、
社
協
会
費
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
月
で
す
。
支
部
役
員
（
区

長
）、
福
祉
推
進
員
そ
し
て
班
長
の
皆

さ
ん
の
お
手
伝
い
で
地
域
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

社
協
の
活
動
は
、
地
域
の
皆
様
の
善
意

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
編
集
者
よ
り

校長先生にマスクを贈呈する女性部の皆さん

支
部
委
員
区
長 
長
谷
川
良
亮
　
上
町

（
宍
戸
小
学
校
区
区
長
会
会
長
）

　
　

〃
　

　
　
神
野
　
廣
嗣
　
中
町
　
　

　
　

〃
　

　
　
深
澤
　
一
雄
　
下
町
　
　

　
　

〃
　

　
　
星
野
　
　
登
　
下
加
賀
田

（
同
理
事
）

　
　

〃
　

　
　
青
柳
　
　
弘
　
橋
爪
１

　
　

〃
　

　
　
畑
中
　
　
孝
　
橋
爪
２

　
　

〃
　

　
　
江
田
　
　
修
　
矢
野
下
上
郷

（
同
理
事
）

　
　

〃
　

　
　
島
田
　
信
吾
　
大
古
山
　

　
　

〃
　

　
　
市
村
　
勇
雄
　
ベ
リ
オ
・
コ
リ
ナ
会

　
　

〃
　

　
　
川
上
　
源
重
　
南
小
泉
１

　
　

〃
　

　
　
塩
畑
　
敏
美
　
南
小
泉
２

（
同
副
会
長
）

　
　

〃
　

　
　
島
田
　
輝
彦
　
南
小
泉
３

　
　

〃
　

　
　
前
嶋
　
晃
司
　
旧
陣
屋
１

（
同
副
会
長
）

　
　

〃
　

　
　
雨
谷
　
高
市
　
旧
陣
屋
２

　
　

〃
　

　
　
吹
野
　
　
治
　
旧
陣
屋
３

　
　

〃
　

　
　
海
老
澤
尚
壽
　
小
人
町
　

（
同
理
事
）

　
　

〃
　

　
　
櫻
井
　
　
進
　
八
幡
下
　

　
　

〃
　

　
　
高
澤
　
　
勉
　
八
反
山
　

　
　

〃
　

　
　
細
田
　
義
人
　
星
山

（
同
理
事
）

　
　

〃
　

　
　
出
口
　
澄
夫
　
大
田
町
１

（
同
監
事
）

　
　

〃
　

　
　
園
部
　
康
夫
　
大
田
町
２

（
同
庶
務
）

　
　

〃
　

　
　
原
田
　
　
功
　
松
山
団
地
１

　
　

〃
　

　
　
海
老
澤
佐
賀
惠
　
松
山
団
地
２

（
同
理
事
）

　
　

〃
　

　
　
戸
崎
　
富
雄
　
松
山
団
地
３

　
　

〃
　

　
　
林
　
　
経
昭
　
松
山
南
団
地

　
　

〃
　

　
　
石
川
　
敏
之
県
営
松
山
ア
パ
ー
ト

（
同
会
計
）

　
　

〃
　

　
　
村
山
　
大
貴 

ひ
ば
り
ヶ
丘
団
地 

　
　

〃
　

　
　
増
渕
　
一
成 

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
と
も
べ

委
員
長
　
　
松
田
　
　
薫
　
旧
陣
屋
１

副
委
員
長
　
市
毛
　
正
明
　
旧
陣
屋
１

副
委
員
長
　
関
　
　
令
子
　
橋
爪
２

部
　
長
　
　
小
菅
　
栄
子
　
中
町

副
部
長
　
　
上
沼
み
ど
り
　
星
山
（
配
食
）

　
　

〃
　

　
　
大
根
　
法
子
　
矢
野
下
上
郷

（
配
食
）

　
　

〃
　

　
　
小
川
　
福
子
　
旧
陣
屋
１

（
手
づ
く
り
会
）

　
　

〃
　

　
　
関
　
　
令
子
　
橋
爪
２

（
手
づ
く
り
会
）

　
　

〃
　

　
　
藤
木
喜
代
子
　
大
田
町
２

（
会
計
）

監
　
査
　
　
西
村
　
安
美
　
下
町

委
員
長
　
　
羽
生
　
　
力
　
松
山
南
団
地

副
委
員
長
　
山
中
　
一
義
　
南
小
泉
１

委
員
長
　
　
欠

副
委
員
長
　
小
川
　
福
子
　
旧
陣
屋
１

民
生
・
児
童
委
員 

小
菅
　
栄
子
　
中
町

　
　

〃
　

　
　
大
根
　
法
子
　
矢
野
下
上
郷

　
　

〃
　

　
　
武
田
　
富
雄
　
南
小
泉
１

　
　

〃
　

　
　
横
倉
　
一
男
　
大
古
山

　
　

〃
　

　
　
米
川
　
容
子
　
旧
陣
屋
２

　
　

〃
　

　
　
青
野
　
民
男
　
旧
陣
屋
３

　
　

〃
　

　
　
仲
野
よ
し
子
　
大
田
町
１

　
　

〃
　

　
　
藤
木
喜
代
子
　
大
田
町
２

　
　

〃
　

　
　
磯
部
佐
智
惠
　
松
山
団
地
２

　
　

〃
　

　
　
芥
川
　
麗
子
　
松
山
団
地
３

　
　

〃
　

　
　
岩
田
　
幸
雄
　
八
幡
下

主
任
児
童
委
員 

市
毛
　
正
明
　
旧
陣
屋
１

編
集
後
記

　
女
性
部
手
づ
く
り
会
（
女
性
部
長 

小
菅
栄
子
、
手
づ
く
り
会
代
表 

小
川

福
子
）
は
、
４
月
30
日
地
元
の
宍
戸
小

（
校
長 

小
松
﨑
智
史
）
児
童
全
員
に
手

づ
く
り
マ
ス
ク
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
は
、
手
づ
く
り
会
の
会
員
が

再
休
校
と
な
っ
た
４
月
10
日
以
降
、
交

代
で
（
三
つ
の
密
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
）
宍
戸
支
部
会
館
に
お
い
て
一
枚
一

枚
縫
い
あ
げ
た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
枚
数
は
、
児
童
用
２
５
３
枚
、

先
生
等
職
員
用
34
枚
で
、
児
童
用
は
、

低
学
年
（
３
年
生
以
下
（
１
１
２
枚
））

と
高
学
年
用
（
４
年
生
以
上
（
１
４
１

枚
））
に
区
分
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　
高
齢
者
に
も
49
枚

　
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
（
49
人
）
に
つ
き

ま
し
て
も
、
４
月
中
に
民
生
委
員
を
通

じ
て
同
じ
マ
ス
ク
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
材
料
確
保
に
苦
慮

　
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
材
料
不

足
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク

の
材
料
と
な
る
布
や
ゴ
ム
紐
の
入
手
が

難
し
く
、
一
時
は
作
成
の
断
念
を
覚
悟

し
ま
し
た
が
、
女
性
部
員
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
布
等
の
確
保
が
で

き
ま
し
た
（
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。）。

　
手
づ
く
り
会
で
は
、
一
人
一
枚
限
り

で
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と
と
、
マ

ス
ク
の
入
手
困
難
な
地
域
の
皆
様
に
も

お
分
け
で
き
る
分
も
作
成
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
の
中
で
、
マ

ス
ク
の
材
料
と
な
る
布
や
ゴ
ム
紐
が
あ

れ
ば
、
社
協
宍
戸
支
部
に
ご
寄
付
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
マ
ス
ク
の
材
料
と
な
る

　
　
　
　
　
布
等
の
寄
贈
者
名

　
石
原
　
和
子
様
　
さ
ら
し
２
反

　
関
　
　
令
子
様
　
さ
ら
し
２
反

　
小
菅
　
栄
子
様
　
さ
ら
し
２
・
５
反

　
米
川
　
容
子
様
　
さ
ら
し
１
反

　
小
川
　
福
子
様
　
さ
ら
し
１
反

　
雨
谷
　
久
子
様
　
ゆ
か
た
地
１
反

　
上
沼
み
ど
り
様
　
ゆ
か
た
地
１
反

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
い
ま
だ
に
終
息
の

先
が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
問
題
に
大
変
ご
心
配
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
し
い
の
き
接
骨
院
は
、

平
成
18
年
に
こ
の
宍
戸
に
開
所
以
来
、
地

域
の
皆
様
の
ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
参
り

ま
し
た
。
熱
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
笠
間
市
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
指
定
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
５
月
１
日

を
も
っ
て
機
能
訓
練
特
化
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
「
し
い
の
き
接
骨
院
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
所
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
規

模
か
ら
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
と

い
い
ま
す
。
従
っ
て
、
受
け
入
れ
人
数
が

少
人
数
制
な
の
で
一
人
ひ
と
り
に
手
厚
い

対
応
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
接
骨
院
が
運

営
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
足
腰
等
個
別
機

能
訓
練
の
ほ
か
、
最
新
機
器
に
よ
る
血
行

促
進
、
筋
肉
疲
労
の
改
善
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
介
護
認
定
や
要
支
援
者
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
限
り
ま
せ
ん
。
高
齢
福
祉
課
に

お
い
て
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
て
生

活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
も
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
対
象
者
と
し
て
介
護
保
険
を
利
用
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
い
の
き
接
骨
院
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
、
宍
戸
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、「
あ
の
頃
出
来
た
こ
と
。
今
も
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
。」
の
実
現
を
ス

タ
ッ
フ
一
同
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
事
業
所
の
見
学
、
体
験
は
い
つ
で
も
歓
迎
で

す
。
皆
様
の
ご
来
訪
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
接
骨
院
の
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務
時
間
外
（
午
前

中
は
午
前
９
時
ま
で
、
午
後
は
午
後
４
時

10
分
か
ら
）
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
部
委
員

こ
ぶ
し
の
会

広
報
委
員
会

女

　性

　部

青
少
年
健
全
育
成
委
員
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

たずねてみたらたずねてみたらたずねてみたら
デイサービス事業所を
開所
デイサービス事業所を
開所

代表　田口　裕樹 

　　

しいのき接骨院リハビリデイサービス

～宍戸駅近く～

〜
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ま
け
な
い
ぞ
〜

宍
戸
小
に
手
づ
く
り
マ
ス
ク
２
８
７
枚
贈
呈

宍
戸
小
に
手
づ
く
り
マ
ス
ク
２
８
７
枚
贈
呈


